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はじめに

　不思議なファンタジー世界を描いたDiesnyアニメーション『白雪姫』（1937 年）や『塔の

上のラプンツェル』（2010 年）の原作はグリム童話です。一方，桐生操『本当は恐ろしいグリ

ム童話』（1998/99 年）で再考察の対象となり，Sound Horison『Märchen』（2010 年）の

イメージソースとして着目されたのもグリム童話です。夢のようなキラキラした側面と残酷でグ

ロテスクな側面。この相反する世界観を併せ持つのがグリム童話の物語世界なのです。もしか

して子どもの頃読んだ絵本の中にも，ワクワクしながら主人公に感情移入していた話があった

のではないでしょうか。そんな物語の本当の姿を見てみたい，できれば原文ドイツ語で読んで

みたいと思う方々のために，教科書と単語帳と雑学本のハイブリット形式で編まれたのが，本

書『原書で読む「グリム童話」その語彙と背景』です。

　ドイツ語の語彙力や文法力をつけたいという語学的向上心と，メルヒェンの成り立ちや背景

に触れながら歴史や文化を学びたいという知的探求心の両方を満たすべく，①ドイツ語原文

テクストと，それを読むのに必要な ②語彙パート，知って得する③雑学パートを見開き頁に

配しました。和訳テクストは存在しませんが，①②③を照らし合わせながら読み進めると，自

分自身で翻訳することができます。完璧な翻訳でなくとも，なんとなくの理解でもいいのです。

その体験を繰り返すことで，語学力と文化理解力が少しずつついていくはずです。

　テクスト配分上，③の「雑学メモ」を割愛せざるを得なかった頁もありますが，その分，②

を補う「文法メモ」や③を補う「コラム」を適宜配しました。クラシックな挿絵と共にお楽しみ

いただければ幸いです。

　さて，『グリム童話』の本当の名前は，『子どもと家庭のメルヒェン集』（Kinder- und 

Hausmärchen，略称 KHM）。ヤーコプ・グリム（Jacob Grimm，1785-1863）とヴィルヘル

ム・グリム（Wilhelm Grimm，1786-1859）というグリム兄弟が，ドイツに古くから伝わる伝

承を収集刊行したものです。ですから，創作文学ではなく伝承文学ということになります。二

人は，文学，言語学，法学，歴史学，民俗学等の研究をてがけた学者であり大学教授。彼

らの諸研究の根本理念は，「いにしえのもの」と「ドイツ的なもの」の追求にあり，伝承文学の

収集，修復，保存もその一環だったのです。ドイツで最大の語彙数を誇る『グリムのドイツ語

辞典』（Deutsches Wörterbuch von Jacob und Wilhelm Grimm）の編纂者という言語学者の

側面は，日本ではあまり知られてはいません（存命中に完成したのは Fの途中まで）。
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　そんな学者兄弟が編んだ『子どもと家庭のメルヒェ

ン集』は，1812 年に第一巻初版，1815 年に第二

巻初版が出版され，存命中に第七版（1857 年）まで

版を重ねました（8頁参照）。その第七版には，「メル

ヒェン」Märchenというジャンルで200 話，「子ども

のための聖人伝」Kinderlegendenとして10 話，合

計 210 話が収録されています。ただし，151 番を一

種の重複と見なし，本当は201 話と言うべきではな

いかという研究者もいるようです。

　そもそも，民の素朴な宝としての伝承を文字にして

保存することが目的だったのですから，『子どもと家庭

のメルヒェン集』に挿絵が一枚もなかったというのもう

なずけます。ところが，オランダ語訳（1820 年）や英訳（1823 年）の挿絵付き出版に着想を

得たグリム兄弟は，1825 年，自分たちで選んだ 50話を「小さな版」として，7枚の挿絵付

きで出版しました。その挿絵を担当したのが，グリム兄弟の末弟ルートヴィヒ・エミール・グリム

（Ludwig Emil Grimm，1790-1863）でした。

　本書では，グリム兄弟が選んだ上記 50話の中から，日本でもよく知られているKHM1「カ

エルの王様，あるいは鉄のハインリヒ」，KHM5「オオカミと七匹の子ヤギ」，KHM15「ヘ

ンゼルとグレーテル」，KHM21「灰かぶり（シンデレラ）」，KHM50「イバラ姫（眠れる森

の美女）」，KHM53「白雪姫」の6話をまず選びました。実はこの50話に含まれていなかっ

たKHM12「ラプンツェル」も，昨今の注目度ゆえあえて含め，全部で7話仕立てとしました。

この話をグリム兄弟がなぜ選ばなかったのか，各話の経緯や雑学メモを照らし合わせて考察

してみて下さい。何かがきっと浮かび上がってくると思います。ただし，本書の原文テクストは，

上記第七版（通称「決定版」）に依拠します。実際のところ第七版は，フラクトゥーアという古

い活字体なのですが，全体をラテン文字化しました。さらに引用符のみ現代ドイツ語仕様に

改変し，明らかな誤字脱字のみ訂正しました。とはいえ，19世紀のドイツ語の古いつづり方

や表記の揺らぎなどは，あえてそのままにしました。

　では，本当のグリムの世界へと我々がご案内いたします。ドイツ語とドイツ文化を学びながら，

お楽しみいただければ幸いです。

　2024 年秋
編者：大野寿子・福元圭太
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本書の紙面構成と凡例

10

KHM 1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Froschkönig 男ɻʴ Frosch＋König カエルの王様．
eisern[e] 形ɻʴ 鉄の，鉄製の．

1 wo 関ɻ副ʴ
先行詞は Zeiten．関係副詞は先行詞に「場所」だけでなく「時」を
とることがある．

Wünschen 中ɻʴ 望み．動詞wünschen（望む）の不定形の中性名詞化．
geholfen 自ɻʴ helfen（助ける）の 過ɻ分ʴ

2 lebte 自ɻʴ leben（生きている）の 過ɻ去ʴ

dessen 指ɻ代ʴ 男性 2格．König （王）を指示する．
Töchter 複ɻʴ Tochter（娘）の 複ɻʴ

Der Froschkönig oder der eiserne Heinrich

I n den alten Zeiten, wo das Wünschen noch geholfen hat, 

lebte ein König, dessen Töchter waren alle schön, aber die 

jüngste war so schön, daß die Sonne selber, die doch so vieles 

gesehen hat, sich verwunderte so oft sie ihr ins Gesicht schien. 

Nahe bei dem Schlosse des Königs lag ein großer dunkler Wald, 

und in dem Walde unter einer alten Linde war ein Brunnen: wenn 

nun der Tag recht heiß war, so ging das Königskind hinaus in den 

Wald und setzte sich an den Rand des kühlen Brunnens: und wenn 

sie Langeweile hatte, so nahm sie eine goldene Kugel, warf sie in die 

Höhe und fieng sie wieder; und das war ihr liebstes Spielwerk.

Brunnenは，KHM1「カエルの王様」で
は「泉」と訳されることが多いが，KHM24
「ホレおばさん」では「井戸」と訳される
傾向にある．左の挿絵は，日本（語）感
覚では，「泉」のようでも「井戸」のようで
もあるのに，「噴水」も描き込まれていて
興味深い（カエルはちょっと大きめ？）．

1．オットー・ウベローデ（1907-09）

男ɻʴ 男性名詞 関ɻ副 関ɹ係副詞 ɻݱ分 現ɹ在分詞 ɻࣄ 3ɹ 事の3格

ʵঁʴ 女性名詞 形ɻʴ 形容詞 過ɻ分 過ɹ去分詞 ɻࣄ 4ɹ 事の4格

中ɻʴ 中性名詞 副ɻʴ 副詞 過ɻ去 過ɹ去形 ൺɻֱ 比ɹ較級

複ɻʴ 複数形 લɻʴ 前置詞 ʵ໋ྩ 命ɹ令形 ɻ্࠷ 最ɹ上級

ʵॖখ 縮ɹ小形 ʵै઀ 従ɹ属接続詞 ઀ɻ�ɹ 接続法1式 ɻج਺ 基ɹ数

୹ɻॖ 短ɹ縮形 ฒɻ઀ 並ɹ列接続詞 ઀ɻ�ʴ接続法2式 ংɻ਺ 序ɹ数

ਓɻ代 人ɹ称代名詞 ʵؒʴ 間投詞 ਓɻ 2ɹ 人の2格 ෆɻ਺ 不ɹ定数詞

ʵٙ代 疑ɹ問代名詞 自ɻʴ 自動詞 ਓɻ 3ɹ 人の3格 ʵٖԻ 擬ɹ音語

ෆɻ代 不ɹ定代名詞 ଞɻʴ 他動詞 ਓɻ 4ɹ 人の4格 ʵٖଶ 擬ɹ態語

指ɻ代 指ɹ示代名詞 ɻؼ࠶ 再ɹ帰動詞 ෺ɻ 2ɹ 物の2格 จϝ 文法メモ

૬ɻ代 相ɹ互代名詞 FɻTͱɹ 非人称動詞 ෺ɻ 3ɹ 物の3格

関ɻ代 関ɹ係代名詞 ॿɻಈ 助ɹ動詞 ෺ɻ 4ɹ 物の4格

1 テキスト
2 行数番号

3 図版

4 雑学メモ

5 見出し語

6 行数番号
見出し語がテキスト
中に登場する行数
を示しています。

7 語義・解説

8 品詞・略号
下部の一覧を参照し
てください。

1

2

3 4

5

6

7

8
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語彙パートの特徴

本ॻ語ኮύートのಛ௃Λ，い͔ͭ͛͘ڍておきま͢ɻ

＊ 解説されている語彙数がきわめて豊富で , 解説が懇切丁寧
本ॻ語ኮύートの࠷大のಛ௃は，रΘれている語ኮ਺の๛෋さと，ղઆのৄ͠
さにあΓま͢ɻKind（ࢠͲも）΍ Sonne（ଠཅ）といっͨج本୯語までरって
あΓま͢ɻͳ͔ͥとݴうとɿ

＊ 敢えて全訳を付けていない
͔Βで͢ɻ「ର訳本」ࣜܗの，શ訳Λ෇͚ている本も多いで͢が，本ॻは຋訳の
日本語Λಡんで෼͔っͨようͳؾにͳΒͳいように，ͭまΓ本౰にυΠπ語で
άϦϜಐ࿩ΛಡΉͨめに，͑׶てશ訳Λ෇͚まͤんでͨ͠ɻ͔ͩΒ語ኮύート
がこのように੝Γͩ͘さんͳので͢ɻ
άϦϜಐ࿩のݪయには，ࠓとͳってはݹめ͔͠いݴいճ͠΍ํࠓ，ݴのυΠπ
語とはҟͳるͭͮΓの୯語がසग़͠ま͢ɻ本ॻではͦのあͨΓもৄ͘͠ղઆ͠，

1. �99� ೥͔Β 200� ೥に͔͚て࣮ࢪされͨ「υΠπ語৽ਖ਼ॻ๏」վగとのؔ࿈
で，「ࡏݱでは෼཭ಈࢺと͠ても༻いΒれる」といっͨઆ໌΍，giengは「ݱ
ではࡏ gingとͭͮる」，todtは「ࡏݱでは totとͭͮる」といっͨݱ୅υ
Ππ語とのҧいにஞҰ৮れまͨ͠ɻ

2. まͨ（խ語でɿ），「తͳ༻๏ࢻ」，「い༻๏ݹ」ればݟ఺͔Β؍୅υΠπ語のݱ
（ʹխ

Έ΍ͼ

ͳݴ༿），（ํݴでɿ）のようͳจମ্のಛ௃も͛ڍまͨ͠ɻ

3. άϦϜಐ࿩にසग़͢るಛ௃తͳจ๏߲ࣄΛ，「จ๏ϝϞ」7ͭにまとめ，ਵ
ॴに「➡文メ3」ͳͲのܗでࣔࢦΛ͠てあΓま͢ɻ

4. ୯語は本จにग़て͘るͦのままのܗでरってあΓま͢ɻྫ͑ばಈࢺはมԽܗ
がݟग़͠語にͳっておΓ，ෆఆܗ΁とಋ͔れていま͢ɻ

5. はࢺ༰ܗ kühl[en] のように , มԽ語ඌΛ [ ]で͘͘ってݟग़͠語に͠てあ
Γま͢ɻ

6. 本དྷখจࣈでॻ͘ものも，จの๯಄では大จࣈにͳΓま͢が，ͦれも本จの
Ͳの୯語͔Θ͔るように，ͦのまま大จࣈでरってあΓま͢ɻ

ɹͦれでは，ͥͻυΠπ語でάϦϜಐ࿩のݪయにνϟレϯδ͠てΈてͩ͘さいɻ
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コラム0 フラクトゥーア（髭文字）

ドイツ語にはフラクトゥーア（Fraktur）という古い活字体があり，16世紀半ばから20
世紀初頭にかけて広く使用されていました。19世紀の出版物である『グリム童話』も，

もともとはこのフラクトゥーア（通称「髭文字」）で表記されたものでした。本書では，

メルヒェン7話のドイツ語タイトルを，各話の扉に髭文字で表記しています。下のアル

ファベット一覧表を参考に，解読してみて下さい。慣れればきっと楽しくなりますよ。

ʰグリム童話 のɦ改訂過程と収録話数

ୈҰר ୈೋר ϝルώΣϯのऩ࿥࿩਺̡ ௨͠൪߸（rʴ੟ਓ఻）

初版 1812೥ 1815೥ 156̡ 86（rୈҰר）ʗ̡ 70（rୈೋר）

ୈೋ൛ 1819೥ 161̡ 161 （r+9）

ୈࡾ൛ 1837೥ 168̡ 168 （r+9）

ୈ࢛൛ 1840೥ 178̡ 178 （r+9）

ୈޒ൛ 1843೥ 194̡ 194 （r+9）

ୈ࿡൛ 1850೥ 200̡ 200 （r+10）

第七版（決定版） 1857೥ 200／201？̡ 200 （r+10）

Fraktur 一覧表

A B C D E F G H I J K L M N O

A B C D E F G H I J K L M N O

a b c d e f g h i j k l m n o

a b c d e f g h i j k l m n o

P Q R S T U V W X Y Z Ä Ö Ü

P Q R S T U V W X Y Z Ä Ö Ü

p q r s t u v w x y z ä ö ü

p q r ſ，s t u v w x y z ä ö ü

ß ch ck tz

ß ch ck tz
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KHM 1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Froschkönig 男ɻʴ Frosch＋König カエルの王様．
eisern[e] 形ɻʴ 鉄の，鉄製の．

1 wo 関ɻ副ʴ
先行詞は Zeiten．関係副詞は先行詞に「場所」だけでなく「時」を
とることがある．

Wünschen 中ɻʴ 望み．動詞wünschen（望む）の不定形の中性名詞化．
geholfen 自ɻʴ helfen（助ける）の 過ɻ分ʴ

2 lebte 自ɻʴ leben（生きている）の 過ɻ去ʴ

dessen 指ɻ代ʴ 男性 2格．König （王）を指示する．
Töchter 複ɻʴ Tochter（娘）の 複ɻʴ

Der Froschkönig oder der eiserne Heinrich

I n den alten Zeiten, wo das Wünschen noch geholfen hat, 

lebte ein König, dessen Töchter waren alle schön, aber die 

jüngste war so schön, daß die Sonne selber, die doch so vieles 

gesehen hat, sich verwunderte so oft sie ihr ins Gesicht schien. 

Nahe bei dem Schlosse des Königs lag ein großer dunkler Wald, 

und in dem Walde unter einer alten Linde war ein Brunnen: wenn 

nun der Tag recht heiß war, so ging das Königskind hinaus in den 

Wald und setzte sich an den Rand des kühlen Brunnens: und wenn 

sie Langeweile hatte, so nahm sie eine goldene Kugel, warf sie in die 

Höhe und fieng sie wieder; und das war ihr liebstes Spielwerk.

Brunnenは，KHM1「カエルの王様」で
は「泉」と訳されることが多いが，KHM24
「ホレおばさん」では「井戸」と訳される
傾向にある．左の挿絵は，日本（語）感
覚では，「泉」のようでも「井戸」のようで
もあるのに，「噴水」も描き込まれていて
興味深い（カエルはちょっと大きめ？）．

1．オットー・ウベローデ（1907-09）
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3 jüngst[e] 形ɻʴ jung（若い）の ɻ্࠷ ．ɹdie jüngste［Tochter］．

daß ʵै઀ʴ
現在のつづりは dass．ここは so ... , daß ～構文で「たいへん…
なので～」．英語の so ... that ～構文に当たる．

Sonne ʵঁʴ 太陽．
vieles ෆɻ代ʴ 多くのもの．中性4格．

4 gesehen ଞɻʴ sehen（見る）の 過ɻ分ʴ

sich verwunderte ɻؼ࠶ʴ sich4 verwundern（驚く）の 過ɻ去ʴ

so oft ～するたびに．現在のつづりは sooftで ʵै઀ʴ

sie ਓɻ代ʴ ここは「太陽」を受ける．1格．
ihr ਓɻ代ʴ ここは「末娘」を受ける．3格（次項参照）．

Gesicht 中ɻʴ
顔． ਓɻ 3ɹ ins Gesicht scheinen（次項参照） ਓɻ 3ɹの顔を照らす． ਓɻ 3ɹは
「所有の3格」 ➡文メ5

schien 自ɻʴ scheinen（（太陽が）輝く，光る）の 過ɻ去ʴ

5 Nahe 形ɻʴ 近い．nahe bei ෺ɻ 3ɹ ෺ɻ 3ɹの近くに．
Schlosse 中ɻʴ 城．Schloss 3格の古い形で -eが付いている ➡文メ4

lag 自ɻʴ liegen（横たわっている）の 過ɻ去ʴ

dunkl[er] 形ɻʴ 暗い．

Wald 男ɻʴ
森．
次の行のWaldeはWald 3格の古い形で -eが付いている ➡文メ4

6 Linde ʵঁʴ ボダイジュ（＝Lindenbaum）．
Brunnen 男ɻʴ 泉，井戸，噴水．

7 recht 副ɻʴ 実に，本当に．
heiß 形ɻʴ 暑い．
ging ... hinaus 自ɻʴ hinaus gehenまたは hinaus|gehen（出かける）の 過ɻ去ʴ

Königskind 中ɻʴ König＋s＋Kind 王の子ども．
8 setzte sich ɻؼ࠶ʴ sich4 setzen（座る）の 過ɻ去ʴ

Rand 男ɻʴ へり，縁．
kühl[en] 形ɻʴ （水が）冷たい．

9 Langeweile ʵঁʴ 退屈．
nahm ଞɻʴ nehmen（手に取る）の 過ɻ去ʴ

golden[e] 形ɻʴ 金色の．
Kugel ʵঁʴ 毬，ボール，球．
warf ଞɻʴ werfen（投げる）の 過ɻ去ʴ

10 Höhe ʵঁʴ 高み．
fieng ଞɻʴ fangen（つかむ）の 過ɻ去 ．ɹ現在では fingとつづる．
wieder 副ɻʴ 再び．
liebst[es] 形ɻʴ lieb（好きな）の ɻ্࠷ʴ

Spielwerk 中ɻʴ （ここでは：）玩具．現在の意味は「（オルゴールなどの）機械仕掛」．

�99�೥͔Β200�೥に͔͚ての
ਖ਼ॻ๏վగでßˠ ssとͳっͨ ．

dunkelがݩのܗ༰ࢺ．語ඌ
が෇͘৔߹͠ば͠ば lのલの e
がམち，dunkleͳͲとͳる．
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1 trug ... sich ... zu ɻؼ࠶ʴ sich4 zu|tragen（（雅語で：）出来事などが起こる）の 過ɻ去ʴ

2 Königstochter ʵঁʴ König＋s＋Tochter 王の娘，王女．
Händchen 中ɻʴ 小さな手．Hand（手）の ʵॖখʴ➡文メ1

fiel 自ɻʴ fallen（落ちてくる）の 過ɻ去ʴ

3 gehalten ଞɻʴ
halten（（方向と：）動かして保つ，維持する）の 過ɻ分 ．ɹ ෺ɻ 4ɹ in die Höhe 
halten ෺ɻ 4ɹを高く掲げる．

sondern ฒɻ઀ （ɹnicht A, sondern Bの形で：）Aではなくて B．
vorbei 副ɻʴ そばを通って．

schlug 自ɻʴ
schlagen（（方向と：）打ち当たる）の 過ɻ去 ．ɹauf die Erde schlagen
地面に打ち当たる．

geradezu 副ɻʴ まさに，まさしく．
4 Wasser 中ɻʴ 水．

Nun trug es sich einmal zu, daß die goldene Kugel der 

Königstochter nicht in ihr Händchen fiel, das sie in die Höhe 

gehalten hatte, sondern vorbei auf die Erde schlug und geradezu 

ins Wasser hinein rollte. Die Königstochter folgte ihr mit den 

Augen nach, aber die Kugel verschwand, und der Brunnen war tief, 

so tief daß man keinen Grund sah. Da fieng sie an zu weinen und 

weinte immer lauter und konnte sich gar nicht trösten. Und wie 

sie so klagte, rief ihr jemand zu „was hast du vor, Königstochter, 

du schreist ja daß sich ein Stein erbarmen möchte.“ Sie sah sich 

um, woher die Stimme käme, da erblickte sie einen Frosch, 

der seinen dicken häßlichen Kopf aus dem Wasser streckte.

ਓؒとಈ෺౳とのࠗҽΛ描 ε͘ト
ーϦーΛ「ҟྨࠗҽᩀ」という．
日本のϝルώΣϯ（ੲ࿩）には，ಈ
෺がਓؒの࢟にม਎͠ て，ਓؒと
݁ࠗ る͢λΠϓが多いが（ ɿྫ「௽
のԸฦ͠」），Ϥーロッύでは，ͦ
のಈ෺は࣮はຐ๏に͔͚Βれͨ
に໭࢟ऴతにਓؒの࠷，であΓ࢟
るλΠϓの࿩が多い．

લทの Linde（ϘμΠδϡ）は，ୈ
൛（1��7೥）よΓՃචされͨ୯語ࡾ
であΓ，ॳ൛，ୈೋ൛（1�19೥）に
はଘ͠ࡏͳい．தੈのϛϯωβϯΫ
（Minnnesang）では，࿀ਓͨちの語
Βいの৔によ͘ ϘμΠδϡがొ৔ͨ͠．
ѪΛ৅௃ る͢໦でもあΓ，王ঁとະདྷ
の൐ཿ（カエルの࢟ではあるが）との
ग़ձいΛ༧感さͤ ているようでもある．

原書で読む『グリム童話』その語彙と背景 ためし読み → Webページへ
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hinein rollte 自ɻʴ hinein rollenまたは hinein|rollen（向こう側の中へ転がる）の 過ɻ去ʴ

folgte ... nach 自ɻʴ nach|folgen（（ ਓɻɾ෺ 3ɹの）あとを追う）の 過ɻ去ʴ

ihr ਓɻ代ʴ ここは「球」（Kugel）を受ける．3格．
5 Augen 複ɻʴ Auge（目）の 複ɻʴ

verschwand 自ɻʴ verschwinden（消える）の 過ɻ去ʴ

tief 形ɻʴ 深い．
6 Grund 男ɻʴ 底．

sah ଞɻʴ sehen（見る）の 過ɻ去ʴ

fieng ... an ଞɻʴ
an|fangen（始める）の 過ɻ去 ．ɹ（zu不定詞とともに：）～し始める．
fiengは現在では fingとつづる．

weinen 自ɻʴ 泣く．

7 immer lauter ますます大声で．immer＋ ൺɻֱ でɹ「ますます～」．lauterは laut
（大声で）の ൺɻֱʴ

sich ... trösten ɻؼ࠶ʴ sich4 trösten 自らを慰める，気を紛らす．
8 klagte 自ɻʴ klagen（嘆く）の 過ɻ去ʴ

rief ... zu 自ɻʴ
ਓɻ 3ɹ ɻࣄ 4ɹ zu|rufen（（ ਓɻ 3ɹに ɻࣄ 4ɹを）大声で呼びかける）の 過ɻ去 ．ɹ ɻࣄ 4ɹに
当たるのがwas以下のせりふ．

jemand ෆɻ代ʴ 誰かが．1格．

hast ... vor ଞɻʴ
vor|haben ～しようとしている．ここはwas hast du vorで「何
をしているの，どうしたの」といった意味．

9 schreist 自ɻʴ schreien ［泣き］叫ぶ．
sich ... erbarmen ɻؼ࠶ʴ sich4 erbarmen 哀れむ，気の毒に思う．
Stein 男ɻʴ 石．
sah sich um ɻؼ࠶ʴ sich4 um|sehen（周りを見回す）の 過ɻ去ʴ

10 Stimme ʵঁʴ 声．
erblickte ଞɻʴ erblicken（（雅語で：）（ ਓɻɾ෺ 4ɹの姿を）見つける，認める）の 過ɻ去ʴ

11 dick[en] 形ɻʴ 大きい，肥大した．
häßlich[en] 形ɻʴ 醜い．
Kopf 男ɻʴ 頭．
streckte 自ɻʴ strecken（（首などを）突き出す）の 過ɻ去ʴ

@ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @

文法メモ１ 縮小語尾

ॖখ語ඌ -chenまͨは -leinは઀ඌࣙと͠て༻いΒれ，「খさͳʙ」Λද
．͢Tellerchen/Tellerlein「খさͳࡼ」，Bettchen/Bettlein「খさͳベッυ」
౳．「ϝルώΣϯ」MärchenもMär（（（խ語でɿ）（໘നい）࿩，෺語）のॖখܗで
ある（ίϥϜ1ࢀর）．ͭͮΓに a，o，u，auがؚまれる৔߹はウϜϥウト͢る．
Brotˠ Brötchen（ϓνύϯ），HansˠHänschen（ϋϯεちΌん），΍΍ෆنଇ
ͩがMagdˠMädchen（গঁ）౳．Hänsel und Grethelにͭいては��ทࢀর．

@ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @ ? @

原書で読む『グリム童話』その語彙と背景 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-445-6


14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

„Ach, du bists, alter Wasserpatscher,“ sagte sie, „ich weine über 

meine goldene Kugel, die mir in den Brunnen hinab gefallen ist.“ 

„Sei still und weine nicht,“ antwortete der Frosch, „ich kann wohl 

Rath schaffen, aber was gibst du mir, wenn ich dein Spielwerk 

wieder heraufhole?“ „Was du haben willst, lieber Frosch,“ sagte 

sie, „meine Kleider, meine Perlen und Edelsteine, auch noch die 

goldene Krone, die ich trage.“ Der Frosch antwortete „deine 

Kleider, deine Perlen und Edelsteine, und deine goldene Krone, 

die mag ich nicht: aber wenn du mich lieb haben willst, und ich 

soll dein Geselle und Spielkamerad sein, an deinem Tischlein 

neben dir sitzen, von deinem goldenen Tellerlein essen, aus deinem 

Becherlein trinken, in deinem Bettlein schlafen: wenn du mir das 

versprichst, so will ich hinunter steigen und dir die goldene Kugel 

wieder herauf holen.“ „Ach ja,“ sagte sie, „ich verspreche dir 

alles, was du willst, wenn du mir 

nur die Kugel wieder bringst.“ 

3．ϔルϚϯ・ϑΥーήル（1�94）2．ウΥルλー・ΫレΠϯ（1�74）
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1 bists bist esの省略形．

Wasserpatscher 男ɻʴ
Wasser＋Patscher 水をぱちゃぱちゃはねる者．patschen（水な
どがぱちゃぱちゃはねる）から．

weine über 自ɻʴ über ਓɻɾࣄ 4ɹ weinen ਓɻɾࣄ 4ɹのことを悲しんで泣く．

2 mir ਓɻ代ʴ このmirはいわゆる「自由の3格」で，ここは「関心の3格」
➡文メ5

hinab gefallen 自ɻʴ
hinab fallen（向こうへ落ちる）の 過ɻ分 ．ɹ現在では hinab|fallen
という分離動詞としても用いられる．

3 Sei 自ɻʴ sein（～である）の duに対する ʵ໋ྩ ．ɹSei still! 静かにしなさい．
antwortete 自ɻʴ antworten（答える）の 過ɻ去ʴ

4 Rath schaffen 良い考え（方策）を与える．Rathは現在では Ratとつづる．
gibst ଞɻʴ geben 与える．

5 heraufhole ଞɻʴ herauf|holen 持って上がってくる．
6 Kleider 複ɻʴ Kleid（服）の 複ɻʴ

Perlen 複ɻʴ Perle（真珠）の 複ɻʴ

Edelsteine 複ɻʴ Edelstein（宝石）の 複ɻʴ

7 Krone ʵঁʴ 冠．
trage ଞɻʴ tragen 身に着ける，かぶる．

9 mag ଞɻʴ mögen 好きである，ほしい．ここは本動詞．

lieb haben ଞɻʴ
（ ਓɻ 4ɹを）好きである．現在では lieb|habenという分離動詞とし
ても用いられる．

10 Geselle 男ɻʴ 仲間．
Spielkamerad 男ɻʴ 遊び友だち．
Tischlein 中ɻʴ 小さなテーブル．Tisch（テーブル）の ʵॖখʴ➡文メ1

11 neben લɻʴ （3格と：）隣に．
Tellerlein 中ɻʴ 小さなお皿．Teller（皿）の ʵॖখʴ➡文メ1

essen 自ɻʴ 食事をする．
12 Becherlein 中ɻʴ 小さなコップ．Becher（コップ）の ʵॖখʴ➡文メ1

trinken 自ɻʴ 飲み物を飲む．
Bettlein 中ɻʴ 小さなベッド．Bett（ベッド）の ʵॖখʴ➡文メ1

schlafen 自ɻʴ 眠る．
13 versprichst ଞɻʴ versprechen 約束する．

hinunter steigen 自ɻʴ
下に潜る．現在では hinunter|steigenという分離動詞としても
用いられる．

14 herauf holen ଞɻʴ
持って上がってくる．現在では herauf|holenという分離動詞と
しても用いられる． 5 heraufholeも参照．

16 wieder 副ɻʴ 再び．
bringst ଞɻʴ bringen 持ってくる．

Wasserpatscherはお水Λ
ͺちΌͺちΌ͢るਓという，
ඣが͚ͭͨカエルのあ໊ͩと
もࢥΘれる．ط訳には，「お
水ͺちΌͺちΌさん」「水の΃
っちΌΓ΃っちΌΓさん」ͳͲ
があるが，ଞにも૝૾ྗ๛͔
ͳ訳語ができͦ うである．
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1 dachte ଞɻʴ denken（考える）の 過ɻ去ʴ

einfältig[e] 形ɻʴ 愚鈍な，頭の単純な．
schwätzt ଞɻʴ schwatzen （くだらないことを）ぺちゃくちゃしゃべる．

2 bei seines Gleichen 同じような連中のところで．現在では seinesgleichenは ෆɻ代 でɹ，
1語で書く．

quackt 自ɻʴ
quacken （カエル・アヒルなどが）ガーガー鳴く．現在では
quaktとつづる．

Sie dachte aber „was der einfältige Frosch schwätzt, der sitzt im 

Wasser bei seines Gleichen und quackt, und kann keines Menschen 

Geselle sein.“

Der Frosch, als er die Zusage erhalten hatte, tauchte seinen Kopf 

unter, sank hinab und über ein Weilchen kam er wieder herauf 

gerudert, hatte die Kugel im Maul und warf sie ins Gras. Die 

Königstochter war voll Freude, als sie ihr schönes Spielwerk wieder 

erblickte, hob es auf und sprang damit fort. „Warte, warte,“ rief der 

Frosch, „nimm mich mit, ich kann nicht so laufen wie du.“ Aber 

was half ihm daß er ihr sein quack quack so laut nachschrie als er 

konnte! sie hörte nicht darauf, eilte nach Haus 

und hatte bald den armen Frosch vergessen, der 

wieder in seinen Brunnen hinab steigen mußte.

，において，カエルは๛য়の৅௃であΓڼ୅のࣗવ৴ݹ
஍฼ਆ（฼ͳる大஍のਆ）΁と๋͛Βれͨ． とͨ͑ ば，
๛য়とࠄ෺Λ࢘るঁਆϔέット（エδϓト）は，カエル಄
で描͔れている．੒௕に൐い，ܗঢ়ΛオλϚδϟΫγ͔
Βまっͨ͘ ผの࢟ܗ΁とมԽさͤ てい͘ こと͔ Β，ਐԽ，
ൃల，ม༰のॾஈ֊の۩ݱԽともݟͳされる．このよう
ͳϙδςΟϒͳղऍがଘࡏ る͢Ұํで， とͨ͑ ば「Ϥϋ
ωの໧ࣔ࿥」には，ࣣͭのࡂ໽の࿡൪໨と͠ て，「ཾの
͔「ޱのऀݴ༬ِ」，「ޱの्」，「ޱ Βඈͼग़͢「ᜥれ
Λ͠ܗのྶ」が，カエルのようͳͭࡾͨ ているという描ࣸ
もある．こちΒは，ωΨςΟϰにଊ Β͑れるようでもある．

4．ϔルϚϯ・ϑΥーήル（1�94）
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keines Menschen Geselle どんな人間の仲間にも…ない（＝Geselle keines Menschen）．
4 Zusage ʵঁʴ 承諾の返事．

erhalten ଞɻʴ erhalten（受け取る）の 過ɻ分ʴ

tauchte ... unter 自ɻʴ unter|tauchen（（水中に）潜る）の 過ɻ去ʴ

5 sank hinab 自ɻʴ hinab sinkenまたは hinab|sinken（（底の方へ）潜る）の 過ɻ去ʴ

Weilchen 中ɻʴ ほんの少しのあいだ．Weile（ひと時）の ʵॖখʴ➡文メ1

kam ... herauf 自ɻʴ
herauf kommenまたは herauf|kommen（（表面・水面へ）上がって
来る）の 過ɻ去ʴ

6 gerudert 副ɻʴ
rudern（（腕を）こぐように振る）の 過ɻ分・ɹɻ副 ．ɹここでは 副ɻ とɹして
用いられている．

Maul 中ɻʴ （動物の）口．
warf ଞɻʴ werfen（投げる）の 過ɻ去ʴ

Gras 中ɻʴ 草．

7 voll 形ɻʴ
（名詞とともに：）～でいっぱいの．
voll Freude 喜びでいっぱいにな
って，たいそう喜んで．

8 hob ... auf ଞɻʴ auf|heben（持ち上げる）の 過ɻ去ʴ

sprang ... fort 自ɻʴ fort|springen（跳びはね続ける）の 過ɻ去ʴ

Warte 自ɻʴ warten（待つ）の duに対する ʵ໋ྩʴ

rief 自ɻʴ rufen（叫ぶ）の 過ɻ去ʴ

9 nimm ... mit ଞɻʴ mit|nehmen（連れていく）の duに対する ʵ໋ྩʴ

laufen 自ɻʴ 走る，駆ける．

10 was half ihm 彼にとって何の助けになっただろう．halfは helfen（助ける）の
過ɻ去 ．ɹ3格目的語を取る．

quack quack ʵٖԻ （ɹカエル・アヒルなどの鳴き声：）ゲロゲロ，ガーガー．現在はquakとつづる．

so laut ... als er konnte （彼に）できる限り大声で．
laut 副ɻʴ 大声で．
nachschrie 自ɻʴ ਓɻ 3ɹ nach|schreien（（ ਓɻ 3ɹに向かって）叫ぶ）の 過ɻ去ʴ

11 hörte ... darauf 自ɻʴ
auf ɻࣄ 4ɹ hören（ ɻࣄ 4ɹに耳を傾ける）の 過ɻ去 ．ɹdar＋aufで「その事に」
だが，内容的には「カエルの懸命な呼びかけに」．

eilte 自ɻʴ eilen（急ぐ）の 過ɻ去ʴ

12 bald 副ɻʴ 間もなく，すぐに．
arm[en] 形ɻʴ 可哀そうな，憐れな．
vergessen ଞɻʴ vergessen（忘れる）の 過ɻ分ʴ

13 hinab steigen 自ɻʴ
下に潜る．現在では hinab|steigenという分離動詞としても用い
られる．

kommenは様ଶΛࣔ͢ಈࢺの
աڈ෼ࢺとともに༻いΒれ「ʙの
様ଶでདྷる」というҙ味にͳる．
ྫɿgeflogen kommen ඈ
んで（ඈػߦで）དྷる．ここは
gerudert harauf kommen（ま
ͨは herauf|kommen）で「࿹
Λこ͙ ようにৼΓͳがΒ水໘΁্
がってདྷる」➡文メ7

ಈ෺の໐き੠のදݱはݴ語によってඍົにҟͳる．Quak，quak（ΫϰΝッΫϰΝッΫ）は，
ଘの࿨訳では「があがあ」「ήエίήエί」と訳されている．日本語とൺֱط る͢と，オϊϚ
トϖが んͦͳに๛͔ではͳいυΠπ語ではあるが，patschen（ͺちΌͺちΌというԻΛͨて
る），quaken（ΨʵΨʵͳ͘ ）ͳͲのಈࢺによΓٖଶ語ٖ੠語がࡉ΍͔にදݱされてる．
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Sneewitt ch en
白雪姫

エーレϯベルΫखߘ（���0೥）では4�൪．Ϡーίϓが
ϚϦー・ϋッηϯϓϑルーΫ͔Βฉきऔっͨ࿩とされる．
ॳ൛（���2೥）よΓ��൪で，ϑΣルデΟφϯト・δーベ
ルトの࿩によΓվม．ୈೋ൛（���9೥）でもϋΠϯϦώ・
レオϙルト・γϡλΠϯの࿩によΓॻきସ Β͑れる．
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1 mitten 副ɻʴ
（前置詞句とともに：）～の真ん中（真っ最中）に．mitten im Winter
真冬に．

Schneeflocken 複ɻʴ
Schnee＋Flocken （舞い落ちる）雪，雪片．Flockenは Flocke（一
ひら，薄片）の 複ɻʴ

fielen ... herab 自ɻʴ herab fallenまたは herab|fallen（落ちて来る）の 過ɻ去ʴ

2 Federn 複ɻʴ Feder（（鳥の）羽毛，羽）の 複ɻʴ

Himmel 男ɻʴ 天，空．
saß 自ɻʴ sitzen（座っている）の 過ɻ去ʴ
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Sneewittchen

E s war einmal mitten im Winter, und die Schneeflocken fielen 

wie Federn vom Himmel herab, da saß eine Königin an 

einem Fenster, das einen Rahmen von schwarzem Ebenholz hatte, 

und nähte. Und wie sie so nähte und nach dem Schnee aufblickte, 

stach sie sich mit der Nadel in den Finger, und es fielen drei 

Tropfen Blut in den Schnee. Und weil das Rothe im weißen Schnee 

so schön aussah, dachte sie bei sich „hätt ich ein Kind so weiß wie 

Schnee, so roth wie Blut, und so schwarz 

wie das Holz an dem Rahmen.“ Bald 

darauf bekam sie ein Töchterlein, das war 

so weiß wie Schnee, so roth wie Blut, und 

so schwarzhaarig wie Ebenholz, und ward 

darum das Sneewittchen 

(Schneeweißchen) genannt. 

Und wie das Kind geboren 

war, starb die Königin.

KHM 53

81．ウΥルλー・ΫレΠϯ（1��2） 82．オットー・ウベローデ（1907-09）
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Königin ʵঁʴ 女王．
3 Fenster 中ɻʴ 窓．

Rahmen 男ɻʴ 枠，フレーム．ここは「（黒檀でできた）窓枠」（＝Fensterrahmen）のこと．
schwarz[em] 形ɻʴ 黒い，黒みがかった．
Ebenholz 中ɻʴ 黒檀［の木］．

4 nähte 自ɻʴ nähen（縫物（裁縫）をする）の 過ɻ去ʴ

Schnee 男ɻʴ 雪．
aufblickte 自ɻʴ auf|blicken（見上げる）の 過ɻ去ʴ

5 stach 自ɻʴ
stechen（刺す）の 過ɻ去 ．ɹsich3 in den Finger stechen うっかり自
分の指を刺す．sich3は「所有の3格」 ➡文メ5

Nadel ʵঁʴ 針．
Finger 男ɻʴ 指．

6 Tropfen 複ɻʴ Tropfen（一滴，滴り）の 複ɻʴ

Blut 中ɻʴ 血．
Rothe 中ɻʴ 赤い色，赤さ．形容詞 rothの中性名詞化．現在ではRoteとつづる．
weiß[en] 形ɻʴ 白い．

7 schön 形ɻʴ 美しい．
aussah 自ɻʴ aus|sehen（…のように見える，見栄えが…である）の 過ɻ去ʴ

dachte 自ɻʴ denken（考える）の 過ɻ去ʴ

bei sich bei sich3 一人で，心中．bei sich3 denken 一人（心中で）熟慮する．

hätt ଞɻʴ
haben（持っている）の ઀ɻ� ．ɹふつう hätteとつづる．非現実の願
望で「持っていればなあ，あればなあ」．

Kind 中ɻʴ 子ども．
8 roth 形ɻʴ 赤い．現在では rotとつづる．
9 Holz 中ɻʴ 木．

Bald 副ɻʴ 間もなく．
10 darauf 副ɻʴ そのあと．

bekam ଞɻʴ bekommen（得る，手に入れる）の 過ɻ去ʴ

Töchterlein 中ɻʴ 小さな娘．Tochter（娘）の ʵॖখʴ➡文メ1

12 schwarzhaarig 形ɻʴ
髪の黒い，黒髪の．...haarigの ...に色の形容詞が入る．
例：grauhaarig グレーの髪の

ward 自ɻʴ werden（（受動の助動詞：）～される）の 過ɻ去  ɹwurdeの詩的な形．
13 darum 副ɻʴ それゆえ．

14 Schneeweißchen 中ɻʴ 雪白姫，白雪姫．原意は「雪のように白い子ども」．-chenは ʵॖখʴ
➡文メ1

genannt ଞɻʴ nennen（名づける，～と呼ばれる）の 過ɻ分ʴ

15 wie ʵै઀ʴ ～したときに（＝als）．
geboren ଞɻʴ gebären（（子を）産む）の 過ɻ分ʴ

16 starb 自ɻʴ sterben（死ぬ）の 過ɻ去ʴ

原書で読む『グリム童話』その語彙と背景 ためし読み → Webページへ

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-445-6


150

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

 Über ein Jahr nahm sich der König eine andere Gemahlin. 

Es war eine schöne Frau, aber sie war stolz und übermüthig, 

und konnte nicht leiden daß sie an Schönheit von jemand sollte 

übertroffen werden. Sie hatte einen wunderbaren Spiegel, wenn sie 

vor den trat und sich darin beschaute, sprach sie

  „Spieglein, Spieglein an der Wand,

  wer ist die schönste im ganzen Land?“

so antwortete der Spiegel

  „Frau Königin, ihr seid die schönste im Land.“

Da war sie zufrieden, denn sie wußte daß der Spiegel die Wahrheit sagte.

 Sneewittchen aber wuchs heran, und wurde immer schöner, und 

als es sieben Jahr alt war, war es so schön, wie der klare Tag, und 

schöner als die Königin selbst. Als diese einmal ihren Spiegel fragte

  „Spieglein, Spieglein an der Wand,

  wer ist die schönste im ganzen Land?“

so antwortete er

  „Frau Königin, ihr seid 

die schönste hier,

  aber Sneewittchen ist 

tausendmal schöner als ihr.“

໨はߦ1，2ߦࢻ
Wand，Land，
໨はߦ4，� hier，
ihrで٭ӆΛ౿ん
でいる．このよう
に2ͭͣߦ౿Ήӆ
Λ「ฏӆ」という．

࣮฼がࢮ͵৔໘
がՃ͑Βれͨのは
ୈೋ൛͔Β．ඒ͠
さにࣥ͢ݻる฼਌
（王൲）は，もとも
とは࣮฼ͩっͨこ
とにͳる．

83．オットー・ウベローデ（1907-09）
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1 nahm ଞɻʴ
nehmen（取る，自分のものにする）の 過ɻ去 ．ɹsich3 eine Frau nehmen  
ある女性を妻に娶る．

König 男ɻʴ 王，王様．
Gemahlin ʵঁʴ （雅語で：）奥様，奥方．

2 stolz 形ɻʴ 高慢な，プライドの高い．
übermüthig 形ɻʴ 思い上がった．現在では übermutigとつづる．

3 leiden ଞɻʴ
耐える，許容する．... konnte nicht leiden［ ,］daß ... …を許すこ
とができなかった．

Schönheit ʵঁʴ 美しさ，美．

jemand ෆɻ代ʴ
jemand（誰か）の3格．本来は jemandemであるが -emという
語尾を書かないことがある．

4 übertroffen ଞɻʴ
ਓɻɾ෺ 4ɹ an ɻࣄ 3ɹ übertreffen（ ɻࣄ 3ɹにおいて ਓɻɾ෺ 4ɹより優れている，優っ
ている）の 過ɻ分ʴ

wunderbar[en] 形ɻʴ 不思議な．
Spiegel 男ɻʴ 鏡．

5 trat 自ɻʴ treten（（方向と：）～へ向かって歩く，歩み出る）の 過ɻ去ʴ

darin 副ɻʴ その中を．

beschaute ଞɻʴ
beschauen（（方言で：）しげしげと見る，観察する）の 過ɻ去 ．ɹここは
sich4（自分自身を）が目的語．

sprach 自ɻʴ sprechen（話す）の 過ɻ去ʴ

6 Spieglein 中ɻʴ 小さな鏡．Spiegel（鏡）の ʵॖখʴ➡文メ1

Wand ʵঁʴ 壁．
7 schönst[e] 形ɻʴ schön（美しい）の ɻ্࠷ ．ɹdie schönste［Frau］最も美しい女性．

Land 中ɻʴ 国．
8 antwortete 自ɻʴ antworten（答える）の 過ɻ去ʴ

9 ihr ਓɻ代ʴ
あなた．単数1格．現在は2人称敬称の「あなた」は Sieであるが，
古くは ihr（ふつうは大文字の Ihr）も用いられた ➡文メ3

10 zufrieden 形ɻʴ 満足した，満ち足りた．
wußte ଞɻʴ wissen（知っている）の 過ɻ去ʴ

Wahrheit ʵঁʴ 真実，本当のこと．
11 wuchs ... heran 自ɻʴ heran|wachsen（成長する）の 過ɻ去ʴ

immer schöner ますます美しく．immer＋ ൺɻֱ でɹ「ますます～」．

12 Jahr 複ɻʴ
年齢，歳．現在は Jahreとつづる．ここは古い用法で語尾の -e
が欠けている．

klar[e] 形ɻʴ （空が）晴れた．
13 selbst 指ɻ代ʴ ～自身．

einmal 副ɻʴ ある時，一度．
fragte ଞɻʴ fragen（尋ねる）の 過ɻ去ʴ

20 tausendmal 副ɻʴ 1000倍．

ここは ... sollte übertroffen werden （྇կされ
るͳͲということにͳれば）という語ॱにͳっている
が，;ͭ うは ... übertroffen werden sollte．

ࢦ໨Λߦ�໨は14，1ߦ1，2ߦࢻ	＊ ɻ͢ߦ4，�ߦࢻ໨は17ʵ119，ߦ�ʵ20ߦ໨Λࢦ ɻ͢
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1 erschrack 自ɻʴ erschrecken（驚く）の 過ɻ去 ．ɹ現在では erschrakとつづる．
gelb und grün 
vor Neid

嫉妬のあまり［顔色が］黄色くなったり緑色になったり．Neid（嫉
妬）の前の vorは「～のあまり」．

Von Stund an （雅語で：）この時以降（以来）．Stundは Stunde（時，時点），
von ... an は「…以来」．von Stund anは成句的言い回し．

2 erblickte ଞɻʴ erblicken（（雅語で：）（ ਓɻɾ෺ 4ɹの姿を）見つける，認める）の 過ɻ去ʴ

kehrte sich ... 
herum ɻؼ࠶ʴ

sich4 herum|kehren（ひっくり返る，裏返る）の 過ɻ去ʴ

3 Herz 中ɻʴ 心臓．
gelb（ԫ৭い），grün（྘の，྘৭の）．ମௐの
ͳಈ༳Λද͢৔߹，͠ば͠ばٸͳෆྑ΍ਫ਼ਆのٸ
gelb，grünまͨは blau（੨い，૵い）が༻いΒれる．
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Da erschrack die Königin, und ward gelb und grün vor Neid. Von 

Stund an, wenn sie Sneewittchen erblickte, kehrte sich ihr das 

Herz im Leibe herum, so haßte sie das Mädchen. Und der Neid 

und Hochmuth wuchsen wie ein Unkraut in ihrem Herzen immer 

höher, daß sie Tag und Nacht keine Ruhe mehr hatte. Da rief sie 

einen Jäger und sprach „bring das Kind hinaus in den Wald, ich 

wills nicht mehr vor meinen Augen sehen. Du sollst es tödten, 

und mir Lunge und Leber zum Wahrzeichen mitbringen.“ Der 

Jäger gehorchte und führte es hinaus, und als er den Hirschfänger 

gezogen hatte und Sneewittchens unschuldiges Herz durchbohren 

wollte, fieng es an zu weinen und sprach „ach, 

lieber Jäger, laß mir mein Leben; ich will in den 

wilden Wald laufen und nimmermehr wieder heim 

kommen.“ Und weil es so schön war, hatte der Jäger 

Mitleiden und sprach „so lauf hin, du armes Kind.“

λΠトルであΓঁのࢠの໊でもある Sneewittchenは
Schneeweißchen（ઇനちΌん）の๺υΠπํݴ．ͨͩ
͠エーレϯベルΫखߘでのλΠトルは，ඪ४υΠπ語で
Schneeweißchenとهされ Schneewitchenもฒهされてお
Γ，さΒにUnglückskind（ෆӡͳࢠͲも）ともهされていͨ．

84．Hirschfänger
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Leibe 男ɻʴ （雅語で：）身体，肉体．Leib 3格の古い形で -eがついている
➡文メ4

haßte ଞɻʴ hassen（憎む，ひどく嫌う）の 過ɻ去ʴ

Mädchen 中ɻʴ 女の子，少女．本来はMagd（乙女）の ʵॖখʴ➡文メ1

4 Hochmuth 男ɻʴ 高慢，尊大，思い上がり．現在では Hochmutとつづる．
Unkraut 中ɻʴ 雑草．

5 höher 副ɻʴ hoch（高く）の ൺɻֱʴ

Tag und Nacht 昼も夜も，昼夜を分かたず，絶えず．
Ruhe ʵঁʴ 平穏，心の平安．
rief ଞɻʴ rufen（呼び寄せる）の 過ɻ去ʴ

6 Jäger 男ɻʴ 狩人，猟師．

bring ... hinaus ଞɻʴ
hinaus bringenまたは hinaus|bringen（外へ連れて行く）の duに
対する ʵ໋ྩʴ

Wald 男ɻʴ 森．
7 wills will esの省略形．

Augen 複ɻʴ Auge（目）の 複ɻʴ

tödten ଞɻʴ 殺す．現在では tötenとつづる．
8 Lunge ʵঁʴ 肺．

Leber ʵঁʴ 肝臓．
Wahrzeichen 中ɻʴ 目印，（本当であるという）証拠．
mitbringen ଞɻʴ mit|bringen 持って来る．

9 gehorchte 自ɻʴ gehorchen（従う，言うことを聞く）の 過ɻ去ʴ

führte ... hinaus ଞɻʴ hinaus führenまたは hinaus|führen（外へ連れ出す）の 過ɻ去ʴ

Hirschfänger 男ɻʴ Hirsch＋Fänger （鹿猟などに用いる）猟刀，山刀．
10 gezogen ଞɻʴ ziehen（取り出す，引き抜く）の 過ɻ分 ．ɹここは「鞘から引き抜く」．

unschuldig[es] 形ɻʴ 純真な，無垢の．
durchbohren ଞɻʴ durch|bohren （ ෺ɻ 4ɹに）穴を開ける．

11 fieng ... an ଞɻʴ
an|fangen（始める）の 過ɻ去 ．ɹ（zu不定詞［句］とともに：）～し始める．
fiengは現在では fingとつづる．

12 laß ଞɻʴ ਓɻ 3ɹ ෺ɻ 4ɹ lassen（ ਓɻ 3ɹに ෺ɻ 4ɹを与えておく，認める）の duに対する ʵ໋ྩʴ

Leben 中ɻʴ 命．
13 wild[en] 形ɻʴ 自然のままの，未開拓の．

laufen 自ɻʴ 歩く，歩いて行く．
nimmermehr 副ɻʴ 決して～ない．

heim kommen 自ɻʴ
家（故郷）に帰る．現在では heim|kommenという分離動詞とし
ても用いられる．

15 Mitleiden 中ɻʴ 同情，憐み．動詞mit|leiden（同情する）の不定形の中性名詞化．
lauf hin 自ɻʴ hin|laufen（走り去る）の duに対する ʵ໋ྩʴ

arm[es] 形ɻʴ 可哀そうな，憐れな．
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„Die wilden Thiere werden dich bald gefressen haben“ dachte er, 

und doch wars ihm als wär ein Stein von seinem Herzen gewälzt, 

weil er es nicht zu tödten brauchte. Und als gerade ein junger 

Frischling daher gesprungen kam, stach er ihn ab, nahm Lunge und 

Leber heraus, und brachte sie als Wahrzeichen der Königin mit. 

Der Koch mußte sie in Salz kochen, und das boshafte Weib aß sie 

auf und meinte sie hätte Sneewittchens Lunge und Leber gegessen.

Nun  war  das  arme  Kind  in  dem  großen  Wald  mutterseelig  

allein,  und  ward  ihm  so  angst,  daß  es  alle  Blätter  an  den  

Bäumen  ansah  und  nicht  wußte  wie  es  sich  helfen  sollte.

ではڼいࣗવ৴ݹ
Lunge（ഏ）にはଉ
ਧとࠢが，Leber（؊
ଁ）にはੜ໋ྗとࠢ
が॓るとされている．
ͨͩ͠ここは，Lで
಄ӆΛ౿Ήதੈ͔Β
の׳༻දݱでもある
（ॳ൛よΓଘࡏ）．

「とがっͨੴΛこ͑ 」，
ΠόϥΛこ͑て૸る」
というᢰ೉ਏۤのද
はॳ൛͔Β，「໦ݱ
の༿ҰຕҰຕΛோ
める」というدるลͳ
さのදݱはୈೋ൛
͔ΒՃ Β͑れͨ．

85．86．ϑϥϯπ・Ϣットφー（190�）
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